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閉
4

現
賓
の
吾
々
の
生
活
を
考
へ
て
見
れ
ば
、
全
く
手
も
足
も

出
な
い
様
仁
迄
威
容
を
失
墜
せ
ら
れ
、
而
か
も
、
其
中
仁

自
己
の
生
活
を
、
少
分
で
も
完
全
に
、
若
し
〈
は
、
幾
分

で
も
不
満
な
ぐ
還
っ
て
行
か
ん
と
し
で
東
西
仁
急
ぎ
、
南

北
に
走
b
焦
慮
す
る
之
と
他
そ
の
見
る
目
も
い
た
ま
し
い

〈
ら
い
で
あ
る
o
英
中
に
高
貴
の
人
あ
り
、
賎
之
男
あ
り



賎
え
女
あ
b
と
、
タ
じ
月
を
眺
め
て
、
概
念
の
床
p

の
上
に

夢
を
結
び
、
朝
じ
星
を
頂
3
て
、
行
（
所
み
の
り
、
掃
る
家

あ
り
て
、
其
替
む
所
は
何
事
ぞ
や
o
昔
よ
り
今
に
至
る
迄

生
死
の
九
界
に
輪
廻
す
る
事
の
、
但
に
常
住
な
ら
ん
の
み

を
思
ひ
て
、
無
常
の
理
を
知
ら
守
し
て
、
生
を
貧
ぽ
り
、

利
を
求
め
て
、
止
む
時
な
〈
‘
殺
風
景
な
冷
談
な
、
そ
し

て
叉
物
騒
な
生
活
を
、
誰
し
も
経
験
し
な
が
ら
、
表
面
に

は
信
義
を
誓
ひ
、
友
愛
を
示
し
て
、
御
互
に
睦
し
き
が
如

〈
、
共
同
し
、
組
合
し
て
、
文
化
生
活
の
理
想
を
技
術
的

仁
、
虚
飾
的
道
徳
的
に
、
美
的
展
開
し
っ
、
ゐ
る
は
、
何

の
意
義
が
あ
ら
う
乎
。
文
明
と
は
申
し
乍
ら
．
宛
然
強
食

弱
・
肉
の
時
代
と
よ

b
、
考
へ
ら
れ
な
い
。
新
か
る
複
雑
多

難
な
、
そ
し
て
厄
介
な
生
活
を
、
人
間
が
、
必
要
で
遣
っ

た

t
は
、
何
う
し
て
考
ら
れ
よ
う
敗
。

吾
々
の
生
活
じ
於
け
る
、
総
で
の
間
働
郎
も
貫
践
的
行
持

も
、
哲
皐
的
権
威
あ
る
思
索
仁
し
て
も
、
無
明
深
重
の
．
ψ
一五

引
き
覆
い
た
る
、
催
眠
的
惰
性
を
消
失
し
て
、
微
妙
な
る

我
身
の
内
に
、
三
一
諦
即
一
一
心
三
観
の
曇
り
な
言
、
冷
め

る
司
の
異
賓
智
を
直
観
し
て
、
必
然
的
な
本
然
の
性
、
そ

れ
自
身
心
、
白
接
的
庭
園
を
作
る
に
芽
ぎ
れ
ば
、
徐
に
除

に
滋
も
し
き
、
菩
提
の
素
懐
を
、
深
刻
に
謡
歌
す
る
、
赴

曾
一
通
勤
即
も
完
全
な
る
生
活
を
、
建
設
し
た

t
す
る
事
は

出
来
な
い
で
は
な
か
ら
う
賊
。

吾
々
は
如
何
な
る
場
合
に
も
、
文
明
の
高
い
理
想
を
、

持
っ
て
居
な
〈
て
は
な
ら
在
い
、
け
れ
苫
も
、
生
活
の
手

段
の
矯
め
に
、
囚
は
れ
て
、
人
類
の
本
然
性
に
、
暗
黒
と

虚
偽
を
、
鰻
認
し
て
は
、
吾
ん
T

の
生
存
意
義
を
示
す
生
活

は
、
疎
開
さ
れ
、
創
造
は
破
壊
さ
れ
、
自
由
は
掠
奪
さ
れ

斯
〈
し
て
人
類
は
、
悲
惨
な
る
運
命
に
陪
も
い
ら
し
め
ら

れ
て
、
生
活
の
根
底
を
崩
し
了
る
で
あ
ら
う
o
生
活
は
、

例
へ
ば
流
る
、
水
の
如
〈
で
ゐ
る
o
彼
れ
は
無
窮
に
流
勤

し
、
寸
時
も
滞
る
事
な
く
、
一
一
刻
一
一
刻
と
不
断
じ
新
ら
し

い
所
の
、
遠
き
未
来
の
棲
展
の
震
め
仁
、
一
躍
一
勤
し
て

洗

μ
て
止
ま
る
事
な
し
。
此
れ

t
等
し
〈
、
吾
々
の
生
活

の
生
命
は
、
停
止
す
る
事
な
く
、
何
虞
よ
b
来
り
何
慮
へ

行
〈
か
遮
止
す
る
時
な
〈
、
流
轄
し
、
今
日
は
昨
日
よ
り

現
状
に
敏
陥
不
満
を
戚
じ
、
弱
々
し
い
生
よ
り
も
よ
9
よ

き
生
活
に
、
結
へ
や
憧
が
れ
、
越
え
今
向
上
穀
展
し
て
、
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時
々
刻
々
事
々
物
々
、
影
響
を
受
げ
て
、
今
日
の
生
活
は

全
〈
明
日
の
生
活
で
な
い

l
t云
ふ
科
、
時
仁
は
向
上
す
れ

ど
も
、
多
〈
は
病
的
仁
流
れ
行
き
、
生
活
其
者
に
永
遠
仁

杷
憂
の
難
舶
を
認
識
せ
し
め
る
は
、
異
に
驚
異
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
そ
れ
故
仁
、
生
活
の
手
段
に
囚
は
る
れ
ば
、
異

の
生
活
の
本
然
の
性
は
見
出
さ
れ
守
し
て
、
途
仁
債
値
な

き
生
活
に
傾
か
ざ
る
を
得
な
い
o
き
れ
ば
生
活
本
性
の
、

内
外
相
互
的
関
係
を
無
視
し
て
、
人
類
生
存
の
内
面
的
杷

握
を
‘
意
識
せ
ら
れ
様
乎
。

人
聞
の
本
性
的
費
遼
を
件
ふ
る
、
世
曾
運
動
即
も
、
生

活
内
容
が
、
豊
富
な
り
、
複
雑
に
高
ま
る
新
形
式
な
り
、

枇
曾
賦
態
の
改
襲
な
り
、
組
織
経
済
的
革
朋
な
h
の
其
者

が
、
金
〈
人
類
の
本
性
的
の
高
上
に
非
ざ
る
時
は
、
賛
津

k
快
柴
と
を
遣
ふ
接
展

t
な
り
、
慮
築
仁
憧
か
る
三
傾
向

を
持
ら
し
て
、
人
間
の
異
の
理
想
生
活
を
し
て
、
様
々
な

迷
妄
と
矛
盾

t
混
凱
を
来
ら
し
め
て
、
幻
滅
の
悲
哀
に
遭

遇
し
、
破
滅
の
生
活
を
招
〈
の
で
あ
ら
う
o
所
謂
る
現
在

見
る
様
な
、
虚
飾
的
で
俗
悪
で
無
趣
味
な
、
大
仕
掛
け
の

投
機
的
世
曾
蓮
動

t
成
り
、
漫
然
と
民
衆
の
生
活
仁
、
開

々
の
方
面
か
ら
、

で
あ
る
o

斯
〈
し
て
、
憎
み
な
き
人
は
無
（
、
塵
迫
よ
b
逃
れ
て

心
建
醜
酪
の
充
、
り
に
照
さ
れ
て
、
希
望
の
力
に
蘇
生
せ
ん

と
し
て
、
藻
掻
き
、
自
己
の
存
在
の
意
義
と
慣
値
を
、
蔵

も
獲
ん
と
し
て
、
非
常
に
複
雑
な
る
生
活
の
地
卒
線
上
じ

熱
誠
を
振
っ
て
、
本
然
の
牲
の
表
現
を
、
自
己
心
中
に
獅

子
肌
す
る
じ
至
る
な
ら
ん
。

如
新
之
経
路
よ
’
り
し
て
、
生
の
寛
賞
を
計
h
y
、
人
生
の

意
義
を
甲
斐
あ
ら
し
め
穣

t
す
る
者
は

d

其
目
的
を
果
す

生
活
の
上
仁
、
勢
力

t
費
用
と
時
聞
と
を
活
用
せ
ん

t
し

て
、
我
れ
に
自
由
を
輿
へ
よ

t
叫
ん
で
、
其
債
値
を
、
自

然
の
暴
虐
よ
り
救
ひ
求
め
ん

t
ん
る
な
ら
ん
。
寂
か
に
寂

か
に
心
の
奥
底
仁
、
耳
を
傾
げ
な
ば
、
期
待
仁
背
か
守
し

て
、
如
斯
之
響
き
を
、
奏
す
る
事
必
然
た
る
イ
し
。

多
ぐ
の
人
類
は
、
一
期
空
し
〈
修
す
る
事
の
善
な
〈
し

て
、
三
熱
の
炎
に
交
・
9
、
車
仁
生
活
の
勢
望
に
得
失
止
む

事
な
〈
し
て
、
惑
ひ
の
上
仁
酔
ひ
、
酔
の
中
に
夢
を
結
ぶ

は
、
風
の
前
の
腔
舘
仁
っ
た
う
樺
華
の
、
日
影
を
待
つ

t

師
時
迫
を
蒙
む
る
に
至
、
り
し
某
れ
の
如
〈
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等
し
り
れ
ば
、
哀
れ
と
も
い
ム
ペ
し
。

現
期
し
て
、
事
貫
生
存
の
意
義
は
、
内
的
自
畳
に
嬢
り

て
、
其
要
求
は
高
め
ら
れ
，
そ
し
て
愛
や
慈
悲
や
正
義
や

同
情
や
理
性
ぞ
伴
ふ
て
、
人
間
は
密
接
の
比
翼
の
鳥
、
連

理
の
枝
の
そ
れ
の
如
〈
、
人
々
は
生
活
の
上
仁
、
幸
福
と

卒
和

t
一
致

t
を
楽
し
ん
で
、
暮
す
事
が
出
来
る
筈
モ
ゐ

る
に
‘
奇
怪
な
る
枇
曾
運
動
は
、
非
常
な
る
懸
隔
守
鷲
ら

し
燕
h
y
、
徒
ら
仁
慈
善
と
か
、
救
済
と
か
の
美
名
の
下
に

折
衷
的
な
妥
協
的
の
指
導
に
て
、
侮
辱
を
奥
へ
、
阿
鼻
大

城
の
炎
の
底
仁
、
沈
め
し
め
行
〈
は
、
不
思
議
と
も
い
ふ

ぺ
し
。

今
や
吐
曾
の
所
有
の
者
は
、
生
の
歓
喜
に
治
す
る
事
が

不
可
能

t
な
り
て
、
新
生
命
に
憧
が
れ
っ
、
、
生
み
の
苦

し
み
を
、
未
だ
嘗
っ
て
見
ざ
る
税
の
、
非
常
り
勢
を
以
て

渦
容
き
返
っ
て
居
る
空
前
の
哀
史
の
中
に
、
見
出
し
っ
、

わ
る
な
り
。
そ
れ
故
仁
、
新
ら
し
い
燃
ゆ
る
様
な
、
民
生

雑
新
を
高
調
し
、
合
理
的
蹄
着
点
を
、
鐘
の
如
〈
鳴
り
響

か
さ
守
し
て
、
冷
淡
に
了
る
事
が
出
来
得
様
耶
。

吾
々
は
生
活
の
不
安

t
動
揺
を
破
っ
て
、
立
つ
べ
き
方

針
を
確
か
め
、
そ
し
て
不
純
な
る
街
動
や
、
欲
求
を
抑
師
附

し
て
‘
伸
張
費
展
を
宵
現
せ
し
め
た
い
。
其
債
値
判
断
を

組
織
せ
し
め
る
肴
は
、
信
仰
仁
抱
か
れ
花
る
‘
人
類
の
内

在
的
本
然
の
性
、
其
者
を
確
立
せ
し
む
る
に
限
る
と
、
思

索
せ
ら
る
、
な
り
。
杢
〈
自
己
の
内
面
的
に
生
け
る
生
命

は
、
吐
曾
運
動
の
そ
れ
に
、
徹
底
的
仁
解
決
を
‘
杷
握
せ

し
め
る
蔚
牙

t
し
て
、
見
る
べ
き
な
れ
芝
、
業
費
質
を
充

た
し
行
〈
力
炉
、
金
剛
不
壊
に
非
き
る
場
合
に
が
、
て
は
、

必
ず
必
子
、
念
激
の
誠
心
誠
意
な
る
、
果
を
結
ば
し
め
、

恰
か
も
浮
揮
の
如
き
生
活
と
し
て
、
奇
し
き
赴
曾
運
動
の

止
む
時
な
〈
、
績
き
行
く
現
今
の
祉
曾
斌
態
を
考
察
せ
し

め
る
事

t
な
ら
ん
。

先
づ
毎
自
作
是
念
の
意
を
以
て
思
索
す
る
な
ら
ば
、
生

存
の
庸
よ
捕
よ
偶
然
で
な
く
、
生
気
あ
る
活
力
あ
る
要
求

を
、
認
識
す
る
な
れ

E
、
然
ら
ざ
る
時
は
、
段
々

t
底
の

方
へ
沈
澱
し
行
〈
生
活
仁
呪
は
れ
て
、
到
民
救
ふ
ぺ
か
ら

ざ
る
道
を
展
開
し
て
の
暁
に
至
り
て
怨
む

t
も
、
何
か
せ

ん
、
心
す

J

べ
き
也
心
す
ぺ
き
な
り
o

翻
っ
て
一
枇
曾
趨
勃
ハ
り
上
仁
、
新
文
明
を
建
設
し
て
、
日
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ω本
の
大
命
を
奉
す
べ
き
、
人
々
の
奥
腐
を
翻
察
す
る
な

ら
ば
、
陽
炎
の
如
き
に
は
非
ざ
る
献
。
所
詰
る
軍
凶
主
義

の
哲
理
を
、
一
度
は
謡
歌
し
、
績
レ
て
民
本
主
義
に
走
り

露
蹴
の
革
命
の
起
る
や
、
其
根
本
思
想
の
カ
1

Y

7

Y
ク

ス
の
思
想
を
崇
拝
し
、
而
か
も
今
日
此
頃
は
、
其
思
想
が

内
心
満
足
す
る
事
を
得
令
し
て
、
ラ
ツ
セ
U
F

ゃ
、
ク
ロ
ポ

ト
キ
ン
の
自
由
の
哲
理
を
掲
仰
し
て
、
止
む
所
な
（
、
ぼ

う
ぼ
っ
宗
教
改
革
の
運
動
仁
、
乗
り
出
し
て
、
精
神
的
へ

精
紳
的
へ
と
、
鑓
遜
し
て
来
る
将
来
る
者
仁
、
片
端
よ
り

服
従
さ
せ
ら
れ
、
官
従
せ
し
め
ら
れ
て
、
省
み
る
事
な
〈

遊
牧
の
民
の
そ
れ
の
如
〈
、
弐
か
ら
究
へ
と
移
っ
て
、
而

か
も
本
畳
の
栖
を
建
設
せ
ん
と
す
る
は
、
永
遠
に
本
然
の

牲
に
、
顕
し
た
る
呪
は
れ
た
、
赴
曾
運
動
よ

t
、
涙
ぐ
ま

ざ
る
を
得
令
’
0

所
有
る
者
よ
、
放
が
残
酷

t
矛
盾
を
件
ふ
て
、
坤
き
を

聞
か
し
む
る
時
に
、
日
月
の
宏
明
の
能
〈
諸
の
幽
冥
を
除

〈
が
如
き
、
絶
劃
権
威
と
曾
擦
を
以
て
、
苦
し
み
の
ど
ん

成
よ
り
、
引
き
上
げ
様
と
す
る
、
毎
自
作
是
念
の
御
手
を

示
し
て
、
設
の
貨
践
的
生
活
仁
、
著
る
し
い
反
省
を
、
慌

が
し
た
な
ら
ば
、
其
蕗
仁
は
必
令
、
各
個
の
本
然
J
U
J

牲
の

空
虚
が
見
出
さ
れ
、
現
質
生
活
の
悩
み
を
、
確
買
な
ら
し

め
て
、
初
め
て
、
深
刻
な
白
鹿
児

t
、
厳
粛
を
喚
ぴ
足
し
て

恒
久
平
和
の
、
治
時
撃
な
る
運
動
に
よ
b
、
定
金
な
る
本
費

の
栖
を
、
建
設
せ
ん
と
す
る
仁
至
る
ぺ
し
、
斯
（
し
て
浮

津
の
如
き
生
活
は
、
如
何
と
も
す
る
事
不
可
能
と
な
り
、

自
滅
仁
至
ち
ん
。
そ
し
て
吾
々
の
、
此
複
雑
極
ま
る
質
妓

生
活
の
、
過
耗
其
者
仁
、
究
極
の
債
値
を
見
出
し
て
、
法

性
の
宰
に
、
雲
な
〈
、
賓
相
異
如
の
月
を
浮
ぺ
て
、
最
高

純
粋
の
寂
光
的
生
活
が
、
顕
現
さ
れ
て
、
人
類
生
存
の
意

義
が
、
表
せ
ら
る
、
に
至
る
ぺ
し
。

昔
日
二
陣
三
陳

t
和
諸
共
絞
り
よ
か
し

E
叫
び
し
、
日

進
上
人
は
、
経
費
光
明
を
以
て
、
照
す
ぺ
き
宗
散
の
、
本

質
的
信
仰
を
、
所
有
る
赴
曾
運
動
の
．
根
底
に
潜
任
せ
し

め
て
、
一
耽
曾
の
費
蓬

t
倶
に
、
人
類
存
在
の
意
義
を
、
全

た
か
ら
し
め
る
生
仁
、
徹
し
た
叫
び
を
高
調
し
た
る
人
格

者
な
り
。
き
れ
ば
、
日
夜
朝
暮
に
此
信
仰
の
叫
び
を
慨
し

て
、
吾
々
の
心
性
の
零
を
掛
ふ
な
ら
ば
、
本
源
的
生
命
り

質
相
は
、
開
展
さ
れ
、
永
遠
仁
生
〈
ぺ
き
、
大
な
る
暗
示
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は
奥
へ
ら
れ
ん
o
冥
想
思
惟
し
て
信
奉
せ
ば
、
其
竹
膜
た

る
や
何
底
仁
か
消
失
し
、
幻
滅
悲
哀
の
生
活
は
、
斯
〈
し

て
、
微
妙
嘉
蔵
に
建
設
さ
れ
、
慌
ぷ

J

べ
き
現
象
は
、
表
現

さ
る
、
な
ら
ん
。

布
教
偉
道
の
規
範

川

口

智

随

事
愚
問
答
抄
云
「
悌
法
を
弘
通
し
群
生
を
利
益
せ
ん
仁
は

先
数
機
時
国
敬
法
疏
布
の
前
後
を
弊
ふ
ぺ
き
も
の
な
h
所

以
は
時
に

E
像
末
あ
b
犬
小
乗
あ
り
修
行
に
揖
折
あ
り
」

一
五
一
引
朗
読
修
行
抄
云
「
凡
そ
悌
誌
を
修
行
せ
ん
者
は
揮
所
二

門
を
知
る
ぺ
き
な
り
揖
折
ニ
門
を
弊
へ
十
ば
宰
か
生
死
を

離
る
ぺ
き
や
」
云
云
上
の
御
妙
刊
に
於
て
明
な
る
が
如
〈
吾

々
的
法
を
弘
通
し
群
坐
を
利
益
せ
ん

t
欲
せ
ば
須
〈
致
機

時
幽
教
法
流
布
の
前
後
を
弊
ふ
べ
き
也
、
何

t
な
ら
ば
時

代
は
人
を
造
り
人
は
敬
法
を
左
右
す
る
の
一
一
言
葉
の
如
〈
教

は
機
仁
依
っ
て
頴
れ
機
は
時
に
従
っ
て
準
退
あ
り
時
は
岡

，L
依
っ
て
異
な
り
閣
は
敬
法
流
布
の
如
何
に
依
っ
て
進
退

あ
aqa
卸
も
五
網
仁
依
ヲ
て
時
代
じ
が
、
け
る
利
害
得
失
を
精

究
し
以
て
思
想
の
遷
移
を
大
観
す
る
¢
方
法
な
れ
ば
弘
、

今
は
時
飯
に
末
法
な
b
法
は
貫
教
却
法
華
経
流
布
の
時
也

修
行
は
揺
折
二
円
の
中
に
は
折
伏
の
時
也
何
ぞ
手
を
束
ね

等
閑
仁
附
す
る
の
時
に
非
ざ
る
や
、
宜
し
（
事
組
の
「
日

蓮
先
か
り
し
た
b
和
議
共
二
陣
三
陣
と
績
き
て
加
葉
阿
難

仁
も
勝
「
れ
天
台
侍
教
に
も
越
へ
よ
か
し
」
云
云
叉
「
相
構

へ
／
k
て
力
あ
ら
ん
耗
は
誘
誌
を
ば
攻
め
さ
せ
玉
ふ
ぺ

し
」
一
耳
一
ち
と
激
励
し
玉
ふ
事
判
に
奉
遵
乙
揖
折
二
一
門
を
遁
宣

に
路
用
し
三
大
秘
法
の
妙
策
及
五
個
の
宗
教
の
剥
鉾
を
以

て
早
〈
天
下
の
一
議
法
の
罪
を
伐
て
頓
に
海
内
統
記
之
内
事
一
セ

遂
げ
高
法
高
年
度
宜
琉
布
に
奮
糊
せ
ざ
る
可
か
ら
十
之
れ

吾
々
型
組
門
下
の
義
務
に
し
て
叉
責
伍
な
り
然
れ
ば
吾
々

は
須
〈
五
綱
及
揺
折
二
門
の
意
義
を
体
得
す
ぺ
き
な
り
、

揖
折
二
門
は
拡
経
の
方
法
宜
俸
の
要
規
也
故
に
ニ
門
撰
揮

の
嘗
否
は
忽
ち
宗
門
刀
勢
標
敬
風
の
就
寝
揚
盛
衰
浮
沈
に
関

係
す
る
も
の
な
れ
ば
本
化
門
下
は
須
央
も
忽
諸
に
附
す
べ

か
ら
ざ
る
最
大
重
要
問
題
也
、
今
略
し
て
ニ
円
の
意
義
を

賭
せ
ば
地
体
構
折
二
円
は
愛
の
結
塊
仁
し
て
何
れ
も
大
慈

大
悲
の
外
な
き
な
h
．
折
伏
は
大
慈
仁
し
て
輿
柴
也
即
も
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